
  

 
 
 
11 月 12日～25日  女性に対する暴力をなくす運動週間 

  
11 月  児童虐待防止推進月間 

  

長岡京市男女共同参画センターでは、11 月をパーブル＆オレンジリボンプロジェクトの月間とし、講演会や市立

図書館の啓発コーナー等をとおして、DV 防止や児童虐待防止の啓発を行います。 

講座はすべて参加無料。お申込みは男女共同参画センターへ。右記ＱＲコードから申込みできます。  

※パープルリボンは DV 防止 オレンジリボンは児童虐待防止 

身近にある DVとは？ 

改正 DV防止法から見えるもの 

  

【日時】 １１月１７日（月）13時 30分～15時 30分 

【場所】 バンビオ１番館６階 創作室１ 

【講師】 弁護士 和田谷 幸子さん 

  

◆DV には身体的、精神的、経済的、性的、社会的など様々な

形態があり、それぞれの特徴や傾向が異なります。改正され

た DV防止法をふまえ、事例から私たちの身近にある DVに

ついて、改めて考えてみませんか？ 

私に何ができるのか 

子どもたちを暴力から守るために 

 

【日時】 １１月２８日（金）13時 30分～15時 30分 

【場所】 バンビオ１番館 ４階 学習室１ 

【講師】 ウィメンズセンター大阪代表/カウンセラー  

國安 澄江さん 

 

 ◆性暴力は女性だけでなく、子どもたちにも被害が及んで

います。あなたの大切な家族や友人、子どもたちの心とから

だを守るため私たち一人ひとり、何ができるか考えます。 

男女共同参画センター 相談窓口  

■内閣府男女共同参画局の「特集 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）と児

童虐待～ＤＶは子どもの心も壊すもの～」のホームページはこちらから 
QRコード 
 

回覧 
          

          

 

回覧 

長岡京市男女共同参画センターからのお知らせ 

女性の一般相談 

女性相談員が女性に関わる様々

な相談に応じ、情報提供やお気持

ちを整理するお手伝いをします。 

月～金曜日 9：00～17：00 

電話相談（１人 30分） 

075-９６３－５５２２ 

面談相談（予約制）（１人 50分） 

予約 075-963-5502 

女性の専門相談 

・カウンセリング （１人５０分） 

フェミニストカウンセラーが、問題解決

に向けて心理的サポートを行います。 

・法律相談 （１人３０分） 

女性弁護士が離婚や DV、財産分

与、相続など法律上の問題に応じ

ます。 

予約０７５－９６３－５５０２ 

  

ＤＶ相談（女性・男性） 

女性相談員がＤＶに関する相談をお聴きします。 

月～金曜日 9：00～17：00 

☎０７５－８７４－７８６７ 

男性電話相談 

男性カウンセラーがあなたの悩みをお聴きします。 

第３土曜日 14：00～16：00 

☎０７５－９６３－５５２２ 



◆知っていますか？日本のジェンダーギャップ指数 

  

  

  

人権・男女共同参画フォーラム 2025 

【日時】 12月 6日（土） 午前 10時 30分～午後 3時 30分（時間は予定）  

講演会は、午後 2時～3時 30分（申込受付は、11月 1日～） 

【場所】 長岡京市立中央公民館 

【内容】●講演会 「空を見上げて〜いまだから伝えたい大切なこと〜」 

●講師  蓬 莱 大 介さん 

気象予報士 防災士 健康気象アドバイザー 

●展示・体験・販売コーナーなども予定しています 

◆進路で人生どう変わる？理系で広がる私の未来 2025 

  

様々な分野で活躍する理系出身の方々のメッセージ等を動画でご

紹介します。下記のＱＲコードからご視聴ください。 

  

男女共同参画講座 

 
人が支えあうということ 

男性介護者から考えるジェンダー平等 
 

日時：１０月２４日（金） 
13：30～15：30 

場所：バンビオ１番館６階  
創作室１ 

講師：津止 正敏 さん 
立命館大学名誉教授 

 

お申込み・お問い合わせは、長岡京市男女共同参画センター〝いこーる〟プラス 

〒617-0833 長岡京市神足二丁目３番１号 バンビオ１番館６階 

☎ 075-963-5501  Fax 075-963-5521  e-mail  danjo-c@city.nagaokakyo.lg.jp 

* 家庭内での家事・育児の分担を見直してみましょう。 

* 職場での女性管理職の登用や、男性の育児休業取得を促進しましょう。 

* 地域活動への男女の積極的な参加を促しましょう。 

ジェンダーギャップ指数は、単に順位の問題ではありませ

ん。男女の格差が大きい社会は、女性の能力が十分に発

揮されず、社会全体の損失につながります。男性にとって

も、固定的な性別役割分担によって、生き方や働き方の選

択肢が狭まっている可能性があります。 

世界経済フォーラムが発表した 2025年度のジェ

ンダーギャップ指数で、日本は 148か国中 118位

という結果でした。 

得点が「1」に近いほど、男女格差が

少なく平等ということを表し、0 が完全

不平等、1 が完全平等を示している。 

 

【政治分野】125位 

昨年 113 位 
【健康分野】50位 

昨年 58 位 

【教育分野】66位（昨年 72位） 

【経済分野】112位 

昨年 120 位 


